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連結業績サマリー

事業環境及び当社の概要

（単位︓百万円）

連結経営指標等（経営成績）の概要

4

 受注工事高は、工場、データセンター、医療関連施設などの受注が引き続き好調に推移したことにより、増加しました。
 完成工事高は、前期から繰り越した比較的短工期の産業施設工事や大型の医療関連施設などが進捗したことにより、増加しました。
 完成工事総利益は、完成工事高の増加及び受注環境好転により採算性が改善した手持ち工事案件が順調に進捗し、増加しました。
 親会社株主に帰属する当期純利益は、経常利益の増加および賃上げ促進税制の適用による税額控除などにより、増加しました。
以上の結果、受注工事高、完成工事高、各段階利益において過去最高値を更新しました。

※上表には、2024年10月１日付で取得した海外子会社の10-12月の経営成績が含まれております。

増減率増減2025年3月期2024年3月期

30.2%55,702239,861184,158期首繰越工事高
11.1%28,137281,271253,134受注工事高
33.1%65,301262,732197,431完成工事高
57.7%15,13141,34926,217完成工事総利益

－2.5p15.7%13.3%完成工事総利益率(%)
111.8%12,15923,03710,877営業利益

－3.3p8.8%5.5%営業利益率(%)
97.0%11,56023,47911,918経常利益

－2.9p8.9%6.0%経常利益率(%)
92.0%8,35617,4439,087親会社株主に帰属する当期純利益

－2.0p6.6%4.6%当期純利益率(%)
91.8%194.72円406.82円212.10円1株当たり当期純利益（EPS）

－▲2.6倍9.1倍11.7倍株価収益率（PER）
－7.1p17.4%10.3%自己資本当期純利益率（ROE）
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連結業績サマリー

5

連結営業利益増減の内訳

 完成工事高及び完成工事総利益は、前頁に記載の理由により増加しました。
 一般管理費は「ベースアップに伴う従業員給料の増加」、「現場業務効率化・事務作業効率化等をはじめとするDX投資」等の費用によ

り、増加しました。

（単位︓百万円）

増
加

減
少

10,877

8,672

6,461

▲2,973
23,037
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連結業績サマリー

連結部門別工事高の推移
（単位︓百万円）

増減率増減2025年3月期2024年3月期

10.5%22,559236,457213,897空調衛生工事受
注
工
事
高

14.2%5,57744,81439,236電気工事

11.1%28,137281,271253,134合 計

35.2%58,649225,200166,550空調衛生工事完
成
工
事
高

21.5%6,65137,53230,880電気工事

33.1%65,301262,732197,431合 計

5.3%11,256223,436212,179空調衛生工事繰
越
工
事
高

26.3%7,28234,96327,681電気工事

7.7%18,539258,400239,861合 計

 空調衛生工事
 工場、データセンター、医療関連施設などの大型工事の受注により、受注工事高は増加しました。
 手持ち工事が順調に進捗し、完成工事高は大幅に増加しました。また、受注工事高も大幅増であり、繰越工事高は増加しまし

た。
 電気工事

 中期経営計画で「変革する事業」に位置付けた電気工事の受注拡大に注力した結果、受注工事高は増加しました。
 手持ち工事が順調に進捗し完成工事高は増加し、また、受注工事高が完成工事高を上回ったことにより、繰越工事高は増加し

ました。
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連結業績サマリー

連結経営指標等（キャッシュ・フロー）の概要

連結経営指標等（財政状態）の概要
（単位︓百万円）

（単位︓百万円）

主な増減要因・特記事項増減率増減2025年3月期2024年3月期

売上債権の回収が順調に進んだため－11,80512,402596営業活動によるＣＦ

投資有価証券の売却による収入を連結子会
社株式の取得による支出が上回ったことによる－▲229▲832▲603投資活動によるＣＦ

協力会社に対する支払条件の変更及び大型
工事の増加に伴う運転資金確保のための借
入金の増加

－18,87416,044▲2,829財務活動によるＣＦ

▲10.6%▲2,68222,66525,348現金及び現金同等物の期首残高

－30,56927,886▲2,682現金及び現金同等物の増減額

123.0%27,88650,55222,665現金及び現金同等物の期末残高

主な増減要因・特記事項増減率増減2025年3月期2024年3月期

利益剰余金の増加16.2%15,219109,20693,987純資産

完成工事高の増加・大型化に伴う、現預金・
債権の増加34.1%54,755215,309160,553総資産

株価の上昇に伴いPBRが改善
(参考)2024年 3月 株価終値︓2,491円
(参考)2025年 3月 株価終値︓3,710円

14.1%307.592,495.45円2,187.86円1株当たり純資産 (BPS)

－－1.49倍1.14倍株価純資産倍率 (PBR)

上記、総資産の増加に伴う－▲8.7p49.7%58.4%自己資本比率
※純資産、総資産の額には、2024年10月１日付で取得した海外の連結子会社の2024年12月末時点における金額が含まれております。
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連結業績サマリー

キャッシュ・フローの内訳（現金及び現金同等物期末残高の推移）

2024年３月期 2025年３月期

現金及び
現金同等物
期末残高
50,552

 キャッシュ・フローの内訳は、営業CF（売上債権の回収が順調に進んだため）、投資CF（投資有価証券の売却による収入を連結子会
社株式の取得による支出が上回ったことによる）、財務CF（協力会社に対する支払条件の変更及び大型工事の増加に伴う運転資金
確保のための借入金の増加）それぞれの要因により、増減しております。

 なお、上記要因に伴う借入金200億円は2025年4月末に返済済みです。
 当社は取引先との共存共栄を目指す「パートナーシップ構築宣言」を公表しており、この度、下請中小企業振興法の振興基準に基づき、

一部の協力会社に対する支払条件を現金支払とすることとしました（2024/6/20払より）。今後も、取引先との関係強化を進め、サプ
ライチェーン全体で社会的責任を果たすべく、様々な取り組みを推進してまいります。

現金及び
現金同等物
期末残高
22,665

12,402
営業CF

▲832
投資CF

272
換算差額16,044

財務CF

（単位︓百万円）

増
加

減
少
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受注工事の状況

（単位︓百万円）

リニューアル・直接工事の状況

 リニューアル工事の受注工事高は、工事単価が上昇したことに加え、大型の改修工事受注により、前期と比べ増加しました。
 新築工事の受注工事高は、過去最高となった前期と同水準となり、引き続き好調に推移しました。
 直接受注は、大規模産業施設・小規模改修工事の受注により増加し、直接比率は49.8％となりました。

前期比2025年3月期2024年3月期

増減率増減通期下半期上半期通期下半期上半期

32.1%27,003111,00059,37251,62883,99742,25941,737リニューアル工事

－6.3p39.5%41.4%37.4%33.2%33.9%32.5%リニューアル比率(%)

36.5%13,85251,76526,47825,28637,91219,28618,626大・中規模
の改修工事

28.5%13,15159,23532,89426,34146,08422,97223,111小規模
の改修工事

0.7%1,133170,27084,03286,238169,13782,35186,785新築工事

11.1%28,137281,271143,404137,866253,134124,610128,523受注工事高合計

20.3%23,588139,97766,71873,259116,38967,03049,358うち、直接受注

－3.8p49.8%46.5%53.1%46.0%53.8%38.4%直接比率(%)
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前期比2025年3月期2024年３月期

増減率増減通期下半期上半期通期下半期上半期

12.1%17,598162,80281,55581,246145,20379,43965,764産業施設工事合計

－0.5p57.9%56.9%58.9%57.4%63.7%51.2%（受注比率%）

11.1%28,137281,271143,404137,866253,134124,610128,523受注工事高合計

11

受注工事の状況

産業施設工事の状況

※工場、研究所、データセンター、物流施設を「産業施設」として区分しています。

（単位︓百万円）

（単位︓百万円）

 産業施設工事の受注工事高は、中期経営
計画で目指す産業施設工事の受注強化を
継続したことにより、増加しました。

 受注工事高は前期と比べ12.1％増となりま
した。
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8,511 11,149 
17,838 15,428 

37,871 
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238
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1,999
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海外の受注工事高の推移(連結)

（単位︓百万円）

前期比2025年３月期2024年３月期

増減率増減通期下半期上半期通期下半期上半期

128.8%22,44339,87029,74210,12817,42610,2777,149海外工事合計（連結）

－7.3p14.2%20.7%7.3%6.9%8.2%5.6%（受注比率%）

11.1%28,137281,271143,404137,866253,134124,610128,523受注工事高合計

受注工事の状況

 海外事業は、シンガポール（支店、及びDAI-DAN INTERNATIONAL ASIA PTE.LTD.）、タイ（DAI-DAN（THAILAND）
Co.,LTD.）、ベトナム（DAI-DAN（VIETNAM）Co.,LTD. （非連結））及び台湾（台灣大暖股份有限公司（非連結））を
拠点に活動しています。

 2024年10月１日、シンガポールのPresico社（Presico Engineering Pte.Ltd.）を今期第3四半期より連結子会社といたしました。

海外事業の状況

（単位︓百万円）

 シンガポールは、大型プロジェクトの研究施
設の受注及びPresico社を連結子会社化
したことにより（Presico社受注工事高約
150億円）、全体で大幅な増加となりまし
た。

 上記の結果、受注工事高は前期と比べ、
22,443百万円増の39,870百万円となり
ました。

SINGAPORE(BRANCH、DAI-DAN INTERNATIONAL ASIA & Presico)
DAI-DAN (THAILAND) 
海外の受注比率

12
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13

 完成工事高は、前期から繰り越した比較的
短工期の産業施設工事や大型の医療関
連施設などが進捗したことにより、増加しまし
た。

完成工事の状況

（単位︓百万円）

（単位︓百万円）

※リニューアル工事、産業施設工事、海外工事は、それぞれの工事種類ごとの集計であるため重複しているものも含まれます。

前期比2025年３月期2024年３月期
増減率金額構成比金額構成比金額

33.1%65,301100.0%262,732100.0%197,431完成工事高合計

5.4%4,39132.8%86,16041.4%81,769（リニューアル工事）

59.6%51,44152.4%137,71943.7%86,277（産業施設工事）

2.9%5557.5%19,5789.6%19,023（海外工事）
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繰越工事高合計

前期比2025年３月期2024年３月期

増減率金額構成比金額構成比金額

30.2%55,702－239,861－184,158期首繰越工事高

11.1%28,137－281,271－253,134受注工事高

33.1%65,301－262,732－197,431完成工事高

7.7%18,539100.0%258,400100.0%239,861繰越工事高

64.5%24,84024.5%63,36916.1%38,529（リニューアル工事）

21.0%25,08356.0%144,57649.8%119,493（産業施設工事）

140.9%20,29113.4%34,6926.0%14,400（海外工事）

14

 期首繰越工事高と完成工事高が過去最高値となっ
た中、受注工事高も完成工事高を上回る受注を確
保したことにより、期末繰越工事高も過去最高となり
ました。

 産業施設工事や医療関連施設などの大規模案件
及び海外案件を中心に、繰越工事は引き続き拡大
傾向にあります。

繰越工事の状況

（単位︓百万円）

（単位︓百万円）

※リニューアル工事、産業施設工事、海外工事は、それぞれの工事種類ごとの集計であるため重複しているものも含まれます。
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四半期ごとの実績状況

（単位︓百万円）

増減率増減2025年3月期2024年3月期

11.7%7,85974,86467,0054〜6月

受注工事高

2.4%1,48363,00161,5187〜9月

▲21.0%▲18,02067,90385,92410〜12月

95.2%36,81575,50138,6851〜3月

11.1%28,137281,271253,1344〜3月

8.8%3,59344,32540,7314〜6月

完成工事高

21.1%10,69161,26650,5747〜9月

66.5%32,06180,25848,19710〜12月

32.7%18,95576,88257,9271〜3月

33.1%65,301262,732197,4314〜3月

149.4%1,0331,7256914〜6月

営業利益

116.2%2,7175,0582,3407〜9月

190.4%6,3059,6173,31110〜12月

46.4%2,1026,6374,5341〜3月

111.8%12,15923,03710,8784〜3月
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業績予想の前提

通期業績予想

連結通期業績予想
（単位︓百万円）

 中期経営計画「Stage2030Phase2《磨くステージ》」に基づく事業戦略により、受注工事高及び完成工事高は過去最高水準であった
前期と同水準となる見込みです。

 完成工事総利益は、景気の先行きに不透明感はあるものの、良好な受注環境や利益改善が見込まれるため上昇する見込みです。
 営業利益は、ベースアップによる従業員給料の増加、DX投資等で経費が増加する一方、完成工事総利益が上昇することをうけ、増加す

る見込みです。
 親会社株主に帰属する当期純利益は、賃上げ促進税制の適用による税額控除等を勘案し、前期と同水準となる見込みです。
 Phase2《磨くステージ》の2年目として業績予想を達成し、Phase2最終年の2027年3月期につなげてまいります。

前期対比 通期2026年3月期2025年3月期

増減率増減今回予想
【通期】通期実績

7.7%18,539258,400239,861期首繰越工事高

0.6%1,729283,000281,271受注工事高

▲1.0%▲2,732260,000262,732完成工事高

10.0%4,15145,50041,349完成工事総利益

－1.8p17.5%15.7%完成工事総利益率(%)

2.0%46323,50023,037営業利益

－0.3p9.0%8.8%営業利益率(%)

1.4%32123,80023,479経常利益

－0.2p9.2%8.9%経常利益率(%)

0.9%15717,60017,443親会社株主に帰属する当期純利益

－0.1p6.8%6.6%当期純利益率(%)

－▲ 1.5p15.9%17.4%自己資本当期純利益率 (ROE)
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純資産配当率
（連結）

配当性向
（連結）

配当金総額
（合計）

年間配当金

合計期末第２四半期末

%%百万円円 銭円 銭円 銭

3.7%35.6%3,24675.5048.0027.502024年３月期

7.0%40.1%7,032163.00111.0052.002025年３月期

6.4％40.2％7,130165.0083.0082.002026年３月期 (予想)

18

株主還元に対する方針

株主還元

 当社は、健全な財務体質の構築に努めると共に、経営上の最重要施策である株主への利益還元を進めてまいります。
 2025年５月９日発表の「中期経営計画「磨くステージ」業績目標および財務戦略指標の見直しに関するお知らせ」の通り、さらなる利

益還元及びより安定的な配当政策を進めるため、2026年３月期より「配当性向40％以上かつ純資産配当率（DOE）4.8％を下
限とすること」を新たな配当方針としております。

 上記方針に基づき、 2026年３月期の年間配当金予想は、普通株式１株につき普通配当165円となります。

配当の状況

※当社は、2023年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、
「2024年３月期 第２四半期末配当金」を算定しております。

※

（前回公表比+0.8pt ）



2025年５⽉９⽇

Stage2030
中期経営計画 Phase2
《磨くステージ》
業績⽬標と財務戦略の⾒直し
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中期経営計画 《磨くステージ》業績⽬標
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 本中計初年度実績は、受注環境の好転・⼤型⼯事の進捗・中計施策効果等により⽬標を超過しました
 この結果を受け、⾜元の受注動向、⽶国関税政策による内外設備投資の先⾏き不透明感、引き続き厳しい施⼯余⼒の状況等も

総合的に勘案し、業績⽬標および財務戦略指標を修正いたします

連結売上⾼

連結営業利益

初年度実績

2700億円

240億円

12%以上

2600億円

160億円

10%以上

2627億円

2025年3⽉期 2027年3⽉期

修正⽬標

ROE

230億円

17.4%

当初⽬標

100億円増

80億円増

2pt増
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⽬標⾒直しの背景
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要因 評価

受注環境の好転
•国内の旺盛な建設需要から、受注時採算性が向上
•国内事業の完成⼯事総利益率は、前中計最終年度
から直近実績にかけて2.7pt程度改善

国内

資機材価格の上昇 •建設物価指数は、前中計最終年度⽐10％以上上昇
•資機材の価格転嫁が進捗し、繰越⼯事の利益率が改善

国内

⼈材不⾜の進⾏
•⼈材不⾜・物価上昇等を背景に、前中計最終年度⽐で
12％程度のベースアップを実施
•⼈的資本投資により、固定費負担が増加

国内

施⼯余⼒の逼迫 •時間外労働の上限規制への対応を進めるため、施⼯キャ
パシティに引き続き制限

国内

⽶国関税の影響
•輸出産業の国内設備投資案件を中⼼に、計画延期や
中⽌の懸念
• タイ・ベトナムへの⽶国の⾼関税率で、同国への産業系
投資低迷

国内

海外

結果

受注単価の押上
国内 売上⾼(＋) 

営業利益(＋)
キャッシュフロー（ー）

国内

受注時利益率の改善
国内

売上⾼(＋)
営業利益(＋)

国内

⼯事原価の上昇
国内

売上⾼(＋)
営業利益(－)

国内

⼈件費単価の上昇
国内

売上⾼(＋)
営業利益(－)

国内

受注余⼒の制限
国内

売上⾼(－)
営業利益(－)

国内

受注環境の悪化
国内

海外

売上⾼(－)
営業利益(－)

国内

海外

業績影響

環境変化要因 業績への影響

 環境変化要因を、中計最終年度の業績⽬標に織り込みます
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⽬標⾒直しの考え⽅
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連結売上⾼

連結営業利益

ROE
↑ ROEの構成要素（※）である当期純利益率の改善
↓ 業容拡⼤等に伴う運転資本（キャッシュアウト）増を⽀える適切な資本確保

※ ROE=利益率×回転率×財務レバレッジ
※ 当期純利益率実績︓前中計最終期 4.6%→前期実績6.6%

↑ 建設市場の好況に伴う受注時採算および繰越⼯事利益率の改善
↑ ⼯事原価・⼈件費上昇は適切に単価反映
↓ ⼈材不⾜進⾏に対応する⼈的資本投資の先⾏
↓ ⽶国関税政策による設備投資計画の延期や中⽌懸念

↑ 半導体⼯場や⾞載⽤電池⼯場等の⼤型⼯事の順調な進捗
↑ 物価上昇分の価格転嫁を背景とした受注単価増
↓ 時間外労働の上限規制等の影響で、施⼯リソース側の制限が継続
↓ ⽶国関税政策による設備投資計画の延期や中⽌懸念

上昇要因 下降要因⽬標修正内容

⼈材不⾜の進⾏

施⼯余⼒の逼迫

⽶国関税の影響

⽶国関税の影響
国内

海外

国内

国内

国内

海外

受注環境の好転

受注環境の好転

資機材価格の上昇

受注環境の好転

国内

国内

国内

国内

マイナス要因等はあるものの、施⼯余⼒を⾒極めつつ引き続き業容拡⼤を⽬指す

適切な受注政策、⽣産性改善施策を継続し、利益率の維持を⽬指す

キャッシュフローの最⼤化と資本構成の最適化を追及し、ROEの最⼤化を⽬指す

2600億円
当初⽬標

160億円
当初⽬標

10%以上
当初⽬標

2700億円
修正⽬標

240億円
修正⽬標

12%以上
修正⽬標

+ 100億円

+ 80億円

+2pt

 以下の状況を総合的に勘案し、中計最終年度の業績⽬標を上⽅修正します
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《磨くステージ》までの業績推移
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 ⼤幅に伸⻑した売上⽔準・利益率を維持し、今後も安定成⻑を⽬指します

157,712 162,929
185,961

197,431

262,732 260,000
270,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

売上

中計Phase1
《整えるステージ》

中計Phase2
《磨くステージ》

修正⽬標

予想

単位︓百万円

8,754 7,584 8,428
10,877

23,037 23,500 24,000

5.6%
4.7% 4.5%

5.5%

8.8% 9.0% 8.9%8.9%
7.6%

8.3%

10.3%

17.4%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

営業利益 営業利益率 ROE

中計Phase1
《整えるステージ》

中計Phase2
《磨くステージ》

修正⽬標

予想

単位︓百万円

連結売上⾼の推移 連結営業利益・利益率・ROEの推移

2026年3⽉期は業績予想、2027年3⽉期は修正⽬標による
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財務戦略
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 資本効率を意識しつつ、業容拡⼤に合わせて⾃⼰資本も充実させて安定的な成⻑を⽬指します

中計発表時（2024年5⽉）

成⻑投資

株主還元

• ⽬標ROE10%以上
（前中計⽐+5pt）

• 政策保有株式の保有⽐率を
連結純資産⽐20%未満まで
早期に縮減

• ⾃⼰資本⽐率50%程度

• 成⻑投資額 3年間累計300億円
• 事業活動によるキャッシュ創出に

重点を置き、キャピタルアロケーション
を最適化

 ⽬標ROE10％以上に対し、17.4％となり、⽬標を超過
 政策保有株式（みなし保有株式含む）を約38億円売却し、

2025年3⽉末の保有⽐率は連結純資産⽐22.6％
 ⽀払条件の変更や業容拡⼤に伴う運転資本増加に備え、

借⼊⾦を活⽤したことで⾃⼰資本⽐率は49.7％となった。
財務レバレッジを利かせながらも、⼀定の財務健全性は維持

 Presico社の株式追加取得および⼈的投資関連等で、
予定の成⻑投資額の概ね1/3程度の投資を実施

 ⽀払条件の変更や業容拡⼤に伴う⼤型⼯事の増加により、
事業成⻑に向けた運転資本が増加

 業績の向上に伴い増配
• 当初予想︓104円 ⇒ 修正後配当額︓163円
• 【参考】EPS︓406.82円×配当性向40％

進捗評価

資本効率

• 配当⽅針︓
• 配当性向40%以上 かつ
（前中計⽐+5pt）

• DOE4.0％*を下限
*ROE10％×配当性向40％

• ⽬標ROE12%以上
（前中計⽐+7pt）

• 政策保有株式の保有⽐率を
連結純資産⽐20%未満まで
早期に縮減（継続）

• ⾃⼰資本⽐率50%程度（継続）

• 成⻑投資額 3年間累計430億円
• 事業活動によるキャッシュ創出に

重点を置き、キャピタルアロケーション
を最適化（継続）

• 配当⽅針︓
• 配当性向40%以上 かつ
（前中計⽐+5pt）

• DOE4.8％*を下限
*ROE12％×配当性向40％

今回⾒直し（2025年5⽉）

財務戦略指標の⾒直し
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 業績⽬標の修正に伴い、キャピタルアロケーションを⾒直し、
株主還元と成⻑投資を引き上げます

株主還元
230億円

（+90億円）

キャッシュイン
3年合計︓660億円

事業活動による創出
600億円

（+220億円）

政策保有株式の売却
60億円

成⻑投資*
430億円

（+130億円）

キャッシュアウト
3年合計︓660億円

今回⾒直し（2025年5⽉）

株主還元
140億円

キャッシュイン
3年合計︓440億円

事業活動による創出
380億円

政策保有株式の売却
60億円

成⻑投資*
300億円

キャッシュアウト
3年合計︓440億円

中計発表時（2024年5⽉）

キャピタルアロケーションの⾒直し

主な内訳
 ⼈的資本投資
 DX関連投資
 建物関連投資
 研究開発・新規事業
 海外投資
 環境負荷低減投資
 ブランド投資
 M&A投資

*⼯事⼤型化に伴う運転資本の増加を含む*⼯事⼤型化に伴う運転資本の増加を含む
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 2025年3⽉期は、みなし保有株式を含めて約38億円（売却時時価）を売却した結果、政策保有株式の保有⽐率は連結純資産⽐
22.6％となりました

 引き続き、2027年3⽉期までにみなし保有株式を含む政策保有株式の保有⽐率を連結純資産⽐20％未満とすることを
⽬標とし、着実に縮減を進めてまいります

政策保有株式の縮減状況（みなし保有株式を含む）

15,216
17,055 16,432

8,080
11,115

8,210

28.3%
30.0%

22.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2023年3⽉期 2024年3⽉期 2025年3⽉期

投資有価証券 みなし保有株式 連結純資産⽐ 保有⽐率

銘柄数*売却額
（百万円）

47232023年3⽉期

83,3032024年3⽉期

63,8262025年3⽉期

*⼀部売却の銘柄も含む

単位︓百万円

政策保有株式売却額の推移



2025年５月９日

2025年３月期
決算説明
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